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公
契
約
の
適
正
化
に
つ
い
て
問
う

　

長
期
不
況
に
よ
り
、
公
契
約
の

現
場
で
は
、
労
働
条
件
の
悪
化
、

雇
用
の
不
安
定
化
、
低
賃
金
が
進

行
し
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
劣
化
を

も
た
ら
し
て
い
る
。
①
区
と
し
て

公
契
約
条
例
の
制
定
を
視
野
に
入

れ
た
公
契
約
の
適
正
化
の
検
討
を

行
う
べ
き
で
は
。
②
区
の
総
合
評

価
方
式
に
よ
る
入
札
に
お
い
て
も
、

労
働
条
件
の
項
目
を
加
え
る
こ
と

を
検
討
す
べ
き
で
は
。

　

区　

長　

①
労
働
者
の
労
働
条

件
や
賃
金
は
、
労
働
基
準
法
や
最

低
賃
金
法
な
ど
に
従
い
、
労
使
の

合
意
に
よ
り
実
現
さ
れ
る
も
の
で

あ
り
、
公
契
約
条
例
は
必
要
な
い

と
考
え
る
。
②
評
価
項
目
に
加
え

る
こ
と
は
適
当
で
な
い
と
考
え
る
。

指
定
管
理
者
の
管
理
運
営
情
報
を

公
開
せ
よ

　

指
定
管
理
者
に
よ
る
施
設
管
理

運
営
が
増
え
て
い
る
。
管
理
運
営

の
情
報
に
つ
い
て
、
区
民
へ
積
極

的
な
情
報
提
供
や
情
報
公
開
が
必

要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

区　

長　

指
定
管
理
者
の
管
理

運
営
に
関
す
る
情
報
の
提
供
は
、

適
切
に
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
管

理
運
営
に
関
す
る
情
報
は
、
情
報

公
開
条
例
の
対
象
と
な
る
区
政
情

報
で
あ
り
、
情
報
公
開
請
求
に
対

し
て
も
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

　

区
に
は
、
１
２
０
０
人
以
上
の

特
養
ホ
ー
ム
の
入
所
待
機
者
が
い

る
が
、
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
区

の
計
画
で
は
、
旧
富
士
見
中
跡
地

へ
の
整
備
だ
け
で
あ
る
。
①
保
健

福
祉
総
合
推
進
計
画
に
あ
る
１
施

設
、
１
０
０
床
の
整
備
を
ど
の
よ

う
に
進
め
る
の
か
。
②
１
０
０
床

の
整
備
計
画
で
は
、
待
機
者
数
か

ら
考
え
て
十
分
で
な
い
。
整
備
目

標
を
引
き
上
げ
、
早
期
に
整
備
を

行
う
べ
き
で
は
。
③
区
有
地
を
活

用
し
、
区
独
自
で
介
護
保
険
事
業

者
に
基
盤
整
備
の
費
用
を
補
助
す

る
こ
と
で
、
都
か
ら
１
億
６
千
万

円
ま
で
の
包
括
補
助
が
受
け
ら
れ

る
。
補
助
の
活
用
を
検
討
し
て
は
。

　

区　

長　

①
都
の
整
備
目
標
を

踏
ま
え
た
第
５
期
中
野
区
介
護
保

険
事
業
計
画
の
整
備
数
は
、
妥
当

な
も
の
で
あ
る
。
整
備
に
あ
た
っ

て
は
、
区
有
地
活
用
も
含
め
事
業

者
誘
導
整
備
を
図
る
。
②
次
期
の

計
画
改
定
に
向
け
改
め
て
、
特
養

ホ
ー
ム
入
所
待
機
者
の
実
態
把
握

を
行
う
な
ど
必
要
な
整
備
数
を
検

討
し
た
い
。
③
都
の
包
括
補
助
は
、

利
用
し
て
い
な
い
が
、
既
に
区
有

地
を
活
用
し
た
特
養
事
業
者
誘
導

整
備
を
行
っ
て
い
る
。
整
備
に
あ

た
っ
て
は
、
介
護
保
険
事
業
計
画

で
定
め
た
内
容
に
基
づ
き
、
適
切

に
整
備
誘
導
を
図
り
た
い
。

一
般
質
問

第２回
定例会

区区
政政
をを
たた
だだ
すす

区
政
を
た
だ

区
政
を
た
だ
すす

自
由
民
主
党
議
員
団　

い
で
い　

良
輔

再
生
と
成
長
を
目
指
す
新
政
権
の

取
り
組
み
を
区
政
に
反
映
せ
よ

日
本
共
産
党
議
員
団　

長
沢　

和
彦

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を

増
設
せ
よ

も
の
で
あ
る
。

新
区
役
所
移
転
問
題
を
問
う

　

新
区
役
所
に
つ
い
て
は
、
近
隣

地
権
者
と
の
共
同
開
発
、
用
地
取

得
や
敷
地
交
換
な
ど
も
視
野
に
入

れ
て
、
真
に
区
民
の
利
益
に
つ
な

が
る
よ
う
、
大
胆
か
つ
慎
重
に
、

多
様
な
検
討
を
行
う
べ
き
と
考
え

る
が
、
区
の
見
解
は
。

　

区　

長　

計
画
の
具
体
化
に
際

し
て
は
、
隣
接
す
る
地
権
者
の
開

発
意
向
も
把
握
し
な
が
ら
、
多
様

な
可
能
性
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　

発
足
後
、
次
々
と
重
要
施
策
を

実
行
に
移
し
て
き
た
安
倍
政
権
で

あ
る
が
、
区
も
し
っ
か
り
と
ス
ピ

ー
ド
感
を
も
っ
て
対
応
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
①
安
倍
政
権
の
取

り
組
み
が
中
野
区
政
に
及
ぼ
す
影

響
に
つ
い
て
の
区
長
の
見
解
は
。

②
区
道
や
橋
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
の

老
朽
化
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。
ま
た
、
早
期
に
整
備
対
策

に
取
り
組
み
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

コ
ス
ト
の
縮
減
を
図
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
の
で
は
。
③
区
は
平
成

　

年
度
ま
で
に
公
立
学
校
施
設
の

２７耐
震
化
率
１
０
０
％
を
達
成
す
る

と
し
て
い
る
が
、 
進  
捗 
状
況
は
。

し
ん 
ち
ょ
く

④
国
に
お
い
て
拡
充
・
強
化
さ
れ

た
い
じ
め
対
策
総
合
事
業
に
つ
い

て
、
区
も
取
り
組
み
を
拡
充
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　

区　

長　

①
政
府
は
課
題
と
目

標
を
明
確
に
し
て
取
り
組
ん
で
お

り
、
打
ち
出
し
た
財
政
措
置
の
成

果
が
経
済
指
標
に
も
表
れ
は
じ
め

て
い
る
こ
と
は
好
感
を
も
っ
て
受

け
止
め
て
い
る
。
②
整
備
か
ら
か

な
り
の
期
間
を
経
た
も
の
が
多
く

懸
念
し
て
お
り
、
国
費
を
活
用
し

て
計
画
的
に
修
繕
す
る
予
定
で
あ

る
。
③
現
在
着
実
に
進
め
て
お
り
、

今
後
新
た
な
補
助
制
度
な
ど
が
設

け
ら
れ
れ
ば
活
用
し
て
い
き
た
い
。

　

教
育
長　

④
教
育
機
関
と
の
連

携
を
強
化
し
、
児
童
や
保
護
者
へ

の
よ
り
き
め
細
や
か
な
相
談
・
支

援
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

東
京
の
顔
と
な
る
よ
う
な 

中
野
区
の
シ
ン
ボ
ル
を
創
造
せ
よ

　

中
野
四
季
の 
都  
市 
オ
ー
プ
ン
に

ま 

ち

よ
り
中
野
駅
周
辺
は
大
き
く
生
ま

れ
変
わ
っ
た
。
こ
の
千
載
一
遇
の

大
変
革
期
に
、
真
に
持
続
可
能
な

「
魅
力
的
な
中
野
」
を
創
造
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
①
他
の
街
に

は
ま
ね
で
き
な
い
中
野
の
シ
ン
ボ

ル
と
な
る
よ
う
な
機
能
・
空
間
を

展
開
す
る
こ
と
が
大
事
で
は
な
い

か
と
考
え
る
が
、
区
の
見
解
は
。

②
区
役
所
・
サ
ン
プ
ラ
ザ
地
区
再

整
備
の
中
で
一
体
的
に
検
討
す
る

と
し
て
い
る
新
北
口
駅
前
広
場
は
、

ど
の
よ
う
な
コ
ン
セ
プ
ト
で
整
備

さ
れ
、
周
辺
の
街
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
る
の
か
。

　

区　

長　

①
求
心
力
や
シ
ン
ボ

ル
性
の
あ
る
空
間
と
し
て
い
く
た

め
、
質
・
量
と
も
に
高
い
目
標
を

掲
げ
、
人
や
文
化
、
産
業
の
集
積

を
図
っ
て
い
く
。
②
交
通
結
節
機

能
の
強
化
と
と
も
に
、
回
遊
性
を

高
め
る
た
め
の
整
備
で
あ
り
、
業

務
・
商
業
・
文
化
な
ど
の
に
ぎ
わ

い
と
活
力
を
周
辺
の
街
に
広
げ
る

学
校
で
、
２
年
生
か
ら
３
年
生
へ

の
進
級
時
に
ク
ラ
ス
数
が
減
少
し

た
の
は
何
校
か
。
②
小
学
校
低
学

年
で　

人
以
下
学
級
を
実
施
し
た

３５

効
果
は
。
③
少
人
数
指
導
や
テ
ィ

ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
の
効
果
と

今
後
の
方
針
は
。
④
少
人
数
指
導

で
使
う
教
室
に
冷
房
が
な
い
場
合

が
あ
る
と
聞
く
。
配
慮
が
必
要
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　

教
育
長　

①
２
校
で
そ
れ
ぞ
れ

１
学
級
減
で
あ
る
。
②
生
活
習
慣

な
ど
の
習
得
に
個
別
の
対
応
が
行

い
や
す
く
な
り
、
一
定
の
効
果
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
③
効
果
的

な
手
段
で
あ
り
、
今
後
も
研
究
を

深
め
、
積
極
的
な
活
用
を
図
っ
て

い
く
。
④
使
用
す
る
教
室
に
つ
い

て
は
各
学
校
の
工
夫
で
対
応
し
て

い
き
た
い
。

っ
た
負
の
側
面
も
表
面
化
し
て
い

る
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

　

区　

長　

①
改
正
手
続
き
も
憲

法
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
あ

り
方
に
つ
い
て
議
論
や
提
案
が
な

さ
れ
る
こ
と
は
、
不
相
当
な
こ
と

と
は
考
え
て
い
な
い
。
②
社
会
の

現
状
を 
捉 
え
、
人
権
規
定
な
ど
を

と
ら

議
論
す
る
こ
と
は
有
益
で
あ
る
と

考
え
る
。

　

人
以
下
学
級
の
効
果
を 

３５検
証
せ
よ

　

今
年
度
、　

人
以
下
学
級
の
拡

３５

大
が
見
送
ら
れ
た
。
①
区
内
の
小

　

国
会
で
憲
法
改
正
に
向
け
た
議

論
が
活
発
化
し
て
い
る
。
①
具
体

的
に
何
を
ど
う
改
正
す
る
か
の
議

論
の
前
に
、
第　

条
の
改
正
手
続

９６

き
の
ハ
ー
ド
ル
だ
け
を
下
げ
る
の

は
、
立
憲
主
義
の
原
則
に
反
す
る

と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。
②
憲

法
に
も
功
罪
が
あ
り
、
過
剰
な
権

利
の
主
張
や
一
方
的
な
平
等
論
な

ど
、
制
定
時
に
は
想
定
し
得
な
か

妙
正
寺
川
の 
橋  
梁 
を
整
備
せ
よ

き
ょ
う 
り
ょ
う

　

鷺
の
宮
調
節
池
上
流
の
護
岸
整

備
に
あ
わ
せ
、
① 
下  
鷺 
橋
、 
丸  
山 

し
も 

さ
ぎ 

ま
る 

や
ま

橋
、 
双  
鷺 
橋
の
耐
震
、
架
け
替
え
、

そ
う 

ろ

拡
幅
な
ど
の
整
備
が
計
画
さ
れ
て

い
る
の
か
。
②
鷺
ノ
宮
駅
南
口
の

 
宮  
満  
寿 
人
道
橋
は
架
け
替
え
に
よ

み
や 

ま 

す

る
段
差
解
消
を
行
う
べ
き
で
は
。

　

区　

長　

①
都
に
よ
る
と
３
つ

の
橋
は
河
川
改
修
に
あ
わ
せ
て
現

在
の
耐
震
基
準
で
架
け
替
え
ら
れ

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
②
段
差
は

解
消
す
べ
き
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に

向
け
、
都
と
調
整
し
て
い
き
た
い
。

し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
状
況
を
改

善
す
る
た
め
、
駅
ご
と
の
ま
ち
づ

く
り
勉
強
会
の
よ
う
な
仕
掛
け
を

区
が
推
進
し
て
つ
く
る
べ
き
で
は
。

　

区　

長　

①
事
業
主
体
の
都
に

よ
る
と
全
体
事
業
費
は
約
７
２
６

億
円
、
区
の
負
担
は
約　

億
円
で
、

７３

　

年
度
以
降　

年
度
の
完
成
ま
で

２６

３２

に
年
度
あ
た
り
５
～　

億
円
が
区

２０

の
負
担
に
な
る
見
込
み
、
と
の
こ

と
で
あ
る
。
区
負
担
分
の
財
源
は

都
市
計
画
交
付
金
の
充
当
と
都
区

財
政
調
整
制
度
に
よ
る
財
産
費
の

算
定
を
見
込
ん
で
い
る
。
②
野
方

以
西
の
沿
線
ま
ち
づ
く
り
に
は
各

駅
周
辺
で
の
一
層
の
機
運
醸
成
が

重
要
で
、
区
は
ま
ち
づ
く
り
活
動

の
活
発
化
の
た
め
に
地
元
の
町
会

や
商
店
会
と
連
携
・
協
力
し
、
必

要
な
情
報
提
供
や
支
援
を
積
極
的

に
継
続
す
る
。

　

学
校
施
設
の
耐
震
化
は
順
調
に

進
ん
で
い
る
よ
う
だ
が
、
①
建
築

非
構
造
部
材
の
天
井
、
外
壁
材
、

照
明
器
具
、
窓
な
ど
の
安
全
性
は

確
保
さ
れ
て
い
る
の
か
。
②
災
害

時
に
避
難
場
所
と
な
る
学
校
施
設

は
非
構
造
部
材
も
含
め
て
１
０
０

％
耐
震
化
す
べ
き
で
は
。
③
建
物

の
骨
組
み
の
危
険
な
状
態
を
測
定

す
る
耐
力
度
調
査
の
実
施
日
程
は
。

　

区　

長　

①
毎
年
１
回
点
検
を

行
い
、
安
全
を
確
認
し
て
い
る
。

②
照
明
の
吊
り
金
具
は
全
校
で
設

置
済
み
で
、
窓
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止

フ
ィ
ル
ム
は
今
年
度
で
す
べ
て 
貼 ちょう

 
付 
終
了
予
定
で
あ
る
。
③
６
月
下

ふ

旬
か
ら
７
月
上
旬
に
調
査
対
象
校

舎
の
事
前
調
査
を
行
い
、
夏
季
休

業
中
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
強
度
な
ど

を
調
査
す
る
。
そ
の
後
、
構
造
解

析
な
ど
を
行
い
、　

月
末
ま
で
に

１０

一
定
の
結
果
を
出
す
予
定
で
あ
る
。

西
武
新
宿
線
連
続
立
体
交
差
事
業

と
沿
線
ま
ち
づ
く
り
を
問
う

　

４
月
に
中
井
駅
～
野
方
駅
間
の

事
業
認
可
が
決
定
さ
れ
た
。
①
都

が
全
事
業
費
を
公
表
し
た
が
、
区

の
負
担
割
合
、
事
業
の
財
政
フ
レ

ー
ム
は
。
②
野
方
以
西
の
住
民
に

は
現
実
的
な
進
展
が
感
じ
ら
れ
ず
、

ま
ち
づ
く
り
へ
の
関
心
が
薄
れ
て

公
明
党
議
員
団　

久
保　

り
か

耐
震
化
を
進
め
て
災
害
に
強
い

安
全
安
心
な
学
校
施
設
を

中
野
区
議
会
民
主
党
議
員
団　

佐
伯　

利
昭

憲
法
改
正
に
つ
い
て
問
う中野区議会定例会

（一般質問）をテレビ
放送しています

　中野区議会では、ＪＣＮ 
シティテレビ中野で、議会の
テレビ放送を行っています。
　内容は、各議員の一般質問
などの録画放送です。
　放送予定などは、決まり次
第、中野区議会ホームページ
に掲載します。
　ぜひご覧ください。
【問合せ】区議会事務局

電話３２２８－５５８５


